
【１月】 
８日（水）第３学期始業式  

３時間授業 一斉下校 11:50 下校 
９日（木）発育測定（４～６年、コスモス） 

給食開始 ５時間授業 
１０日（金）校内書きぞめ競書会  

発育測定（１～３年）５時間授業 
ベルマーク袋配布 

１４日（火）JICA 出前講座（６年） 
１５日（水）ベルマーク回収 クラブ活動 
１６日（木）自動車工場オンライン社会科見学（５年） 
１７日（金）いのちの授業（２年） 
      第３回 PTA 常任理事会 
２０日（月）全校読書（おはなし会２,４,６年） 
２１日（火）全校カルタ 
      ふれあいデー（５時間授業） 

不審者対応避難訓練  
      第２回学校保健委員会 

（Zoff 目の健康教室 ５，６年） 
２２日（水）埼玉県学力学習状況調査 CBT 体験（３年） 

平野中学校入学説明会 
      ６年架け橋科部活動体験 
      生活科昔遊び体験（１，２年） 
25・26 日（土・日）埼葛美術展（久喜・毎日興業アリーナ） 
２７日（月）口座振替日（今年度最終） 
２８日（火）音楽集会（１年生発表） 

３年消防署見学 委員会活動 
２９日（水）ひらのっこ朝会 ５時間授業 
３０日（木）薬物乱用防止教室（６年） 
      食育みそづくり体験（４年） 
３０日（木）校内書きぞめ展公開（～３１(金)） 
３１日（金）入学説明会 
 
【２月の主な行事予定】 

３日（月）全校読書（おはなし会１,３,５年） 
 ５日（水）校内長縄跳び大会（年度当初より変更） 

６日（木）キャリアアップ講演会（５年） 
１４日（金）いのちの授業（４,５年） 

授業参観・学級懇談会（６年） 
１９日（水）授業参観・学級懇談会（４,５年,コスモス） 

２０日（水）授業参観・学級懇談会（1～3 年） 

   

 
 
 
 平野中学校の家庭科室で、各地区の自治会長や民生児童
委員、ＰＴＡ日課地区役員等の皆様にお集まりいただき、
平野小・中学生のための会議を行いました。いつも見守っ
ていただいている方々とお時間を共有し、 
平野小・中学生の学校生活や今後 
の取組について話し合うことがで 
きました。御多用の中、たくさん 
の方に参加いただき、ありがとう 
ございました。これからも、よろ 
しくお願いします。 

心のこもった「ありがとう」があふれる３学期に 

 

明けましておめでとうございます。令和７年をご家族おそろいで迎えられ 

たことと思います。皆様にとりまして、新しい年が素晴らしい一年になりま 

すよう、心よりお祈り申し上げます。 

今年は巳年、干支は「乙巳(きのと・み)」です。「乙（きのと）」は十干 

の２番目の文字で、草木がしなやかに伸びる様子や横へと広がっていく意味 

を持ちます。「巳（み）」は神様の使いとして大切にされてきた動物で、脱 

皮を繰り返すことから不老不死のシンボルとされています。この二つの組み合わせである今年は、「再

生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年と言えそうです。新たな一年の始まりに、期待感

が高まります。今日から始まる３学期は、それぞれの学年の仕上げをする大切な残り３か月です。子

供たちの期待感を大切にしながら、一日一日を大切に過ごしてまいります。 

さて、今や新春の風物詩である『東京箱根間往復大学駅伝競走』通称「箱根駅伝」。毎年１月２日、

３日の放送を観る方も多いと思います。私も、毎年楽しみにしていますが、特に今年は期待をこめて

心待ちにしていました。それは、本校の卒業生がいよいよ箱根路を走る！と言われていたからです。 

 駒澤大学の１０区、箱根駅伝初出場でアンカーを任された小山翔也選手です。小山選手は、前を走

る青山学院大学と２分２１秒差で襷を受け取りました。差は縮まらず総合２位でのフィニッシュとな

りましたが、区間２位の好走を見せ、駒澤大学の青山学院大学を上回る復路新記録につながりました。 

 私が箱根駅伝を楽しみにしている理由は、毎年、箱根駅伝にまつわるエピソードに感動をもらって

いるからです。その一つに「ありがとう」という言葉があります。走り終わった選手たちは、その結

果に関わらず、必ずと言っていいほど、チームメイトや監督、支えてくれた方々に対し感謝の気持ち、

「ありがとう」を口にします。たった一言ですが、その言葉の裏にあるあふれる思いに触れた気持ち

になり、胸が熱くなります。さらに今年は、それだけではありません。小山選手が平野小・平野中時

代に関わりのあった先生方だけでなく、私も含めての職員の誰もが、小山選手を誇りに思い、「応援さ

せてくれてありがとう」「素敵な姿を見せてくれてありがとう」という気持ちでいます。ここにも、心

のこもった「ありがとう」があり、小山選手に幸せをもらっています。 

 「ありがとう」は漢字で書くと「有難う」と書きます。「有ることが難しい」こと、つまり、有難い

行動は、「当たり前ではない」ということです。実際には、伝えることが気恥ずかしかったり「今さら

言わなくても分かってくれている」と思ってなかなか素直に伝えられなかったりします。大切なのは

声に出して伝えることです。「ありがとう」を伝えることは、自分も相手の心も豊かにします。 

また、「ありがとう」という言葉は、気持ちが前向きになれる言葉の一つでもあります。今日から始

まる３学期。相手が自分にしてくれた行動に対して、「やってもらって当然」「これくらいたいしたこ

とない」と思わず、心のこもった「ありがとう」があふれる３学期にしましょう。それにより、心を

前向きにし、人とのつながりを大切にして、笑顔・輝き・夢があふれる３学期にしましょう。 

学校は、常に多くの方々に支えていただいて成り立っていることを改めて感じています。その思い

に応えられるような学校であったか、一人一人に行き届いた支援ができていたか、今一度振り返りな

がら、残り３か月も全教職員で力を合わせ、「チーム平野小」として「笑顔いっぱい、輝きいっぱい、

夢いっぱい」に人とのつながりの中で子供たちを育てる学校づくりを進めてまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

２０２５年（令和７年）１月８日 第４２１号               （在籍児童数１６８名） 

 
 
 
 ４年生の総合的な学習の時間の中で取り組んでいる福祉教
育の体験授業として、パラリンピックの競技にもなっている
「ボッチャ」というスポーツを体験しました。蓮田シルバー
人材センターの皆様を講師としてお招 
きし、御指導いただきました。 
 もともとは、脳性麻痺や四肢障がい 
をもつ方のために考案されたスポーツ 
ですが、現在では「すべての垣根をこ 
えて、誰でもできるスポーツ」として、 
親しまれています。 
 簡単なルールで、特別な技能も必要としないため、児童た
ちはすぐに慣れ、熱く、盛り上がっていました。 

 
 

埼玉県警察非行防止指導班「あおぞら」から講師を招き、
１，２年生対象には防犯教室、 
３～６年生対象に非行防止教室 
を行いました。「犯罪って何？」 
というところから考え、犯罪に 
なることを知ったり、やらない 
勇気をもつことの大切さを確認 
したりすることができました。 

 
 
  
 市内小中学校の代表児童・生徒が市役所に集まり、蓮田
市ネット・リテラシー意見交換会を行い、平野小の代表と
して６年児童が参加しました。 
 平野小学校の取組を発表したり、 
ＳＮＳ等の利用の仕方について意 
見交換を行ったりしました。 
 今後も、よりよいインターネッ 
ト利用ができるよう各家庭におい 
ても御協力をお願いします。 

 
 

１月１０日（金）に、１１月中旬から書写の時間に取り
組んできた「書きぞめ」の校内競書会を行います。 

練習時から、集中して筆を握り、一画一画に気持ちのこ
もった作品を書いている姿が見られました。競書会の作品
も、力作が並ぶことを期待しています。 

下記のとおり、児童の作品を公開します。児童の努力の
成果をぜひご覧いただければと思います。 

日  時 ： １月３０日（木）・３１日（金） 
       １５：４５～１６：４５ 

 公開場所 ： 各教室前廊下 

 

礼儀正しく生活しよう 
◇重点指導項目        
・服装を整える。 

・明るいあいさつをする。 

◇目指す行動例 
・名札、安全帽子を身に付けることができる。 

・はっきりと返事やあいさつができる。 

 

 

 
  
 １２月２３・２４日の 
２日間、交通安全協会の 
皆さんが、児童の下校を 
見守ってくださいました。 

今後も、安全な登下校 
ができるよう、御協力を 
お願いします。 


